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虚弱學 齢兒 童ニ 於 ケル結核 ノ研究
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留學 士淸 水 寛

緒 言

今 日二於 テ結核 ノ疫學的検索 ヲナシ若 シクハ早

期診断ラ行 フニ當 リ、最 モ数果的ナ方法ハ 「ツ

ベル クリン」反磨 トレントゲ ン所見 トニヨル所

謂健康者 ノ集團的検査 デアル。

余等ハコノ方法 ニヨリ昭和9年 以來3ケ 年二亙

リ札幌全市小學校虚弱見童二就テ結核 ノ検索テ

試 ミタ。弦 二所謂虚弱見童 トハ精密ナ身盟測定

乃至榮養指数等二基 ク嚴密 ナ意味 ノモ ノデハナ

ク各校 々留 二依 ツテ選バ レタモノデァル。 コノ

他昭和10年 ニハ某校 ノ所謂健康見童二就テモ

同檬 ノ検索 テ行 ツタ。

札幌市(人 口20萬)ハ 夙 一本邦有撒 ノ結核都市

ト構 セ ラ レ テヰ ル。 カ ・ル所 謂 結 核 都 市 ノ見 童

間 二於 ケ ル結 核 感 染 ノ状 態 ハ結 核 疫 學 ノ上 カ ラ

モ興 味 深 キ コ トデ ア リ、 且 コ レ ラ ノ知 見 テ通 ジ

テ結 核 豫 防 事 業 二封 シテ何 等 カ ノ寄 與 テナ シ得

ル ニ非 ザ ル ヤ トモ考 ヘ ラ レル。

札 幌市 學 童 ノ結 核 二關 シテ ハ既 二昭 和5年 有 馬

教授(3)等 ガ詳 細 二報 告 サ レテ ヰ ル。 コ レ ト今 同

ノ調 査 結 果 トテ比 較 ス ル コ トニ依 ツ テ、 或 ル地

方 二於 ケル結 核 ガ年 代 ノ経 過 二依 ツ テ如 何 ナル

消 長 テ示 ス カ ニ就 テ モ ソ ノー 端 テ窺 知 シ得 ル デ

ア ラ ウ ト考 ヘ ラ レル。

調査資料及ビ方法

調 査 資 料 ハ札 幌 市 中央 部 某 小 學 校 ノ所 謂 健 康 見

童558名(昭 和10年)、 及 ビ市 内18小 學 校 ノ虚

弱 見 童 、 即 チ 日常 他 ノ見 童 ト共 二通 學 シテ ハ ヰ

ル ガ、微 熱 又 ハ淋 巴腺 腫 脹 等 ア ル モ ノ、 前 史 或

ハ家 族 史 二結核 性 疾 患 ノ認 メ ラ レ又 ハ疑 バ レル

モ ノ等 デ、 昭 和9年893名 、 同10年1269名 、

同11年1654名 、計3816名 、被 検 総 人 員 ・・4374

名 デ アル。

先 ヅ コ ノ全 部 二封 シマ ン トー 氏 「ツベ ル ク リ ン」

皮 内反 磨 ヲ行 ツ タ。 「ツベ ル ク リ ン」ハ傳 染 病 研

究所 製 菖 「ツベ ル ク リ ン」 テ用 ヒ、 ソ ノ1000倍

溶 液0.1耗 テ 「ツベ ル ク リ ン」注射 針 テ以 テ注 意

深 ク前 膳 屈 側 皮 内 二注 射 シ、24或 ハ48時 間 後

二之 ラ讃 ミ登 赤 径5粍 以 上 テ陽 性 トシ タ。 陽 性

見1レ ・全 部 余 等 ノ相 談 所 二於 テ、 先 ヅ レ ン トゲ

三澱 桁 ヒ訳 デ遠距醐 影法ニヨ瑞 一誌

秒 ノ瞬 間 撮 影 テ行 ツ タ。 照 射 方 向 ハ背 腹 位 トシ

タ。「ツベ ル ク リ ン」反 慮1000倍 陰 性 ニ テ100倍

陽 性 ノモ ノー モ亦 レ ン トグ ン検 査 テ行 ツ タ。 カ

ウ シテ登 見 サ レタ結 核 見 童 二就 テ ハ ソ ノ通 學、

蓮 動 、 榮 養 等 ニ ツ キ詳 細 ナ注 意 テ與 へ、 其後 モ

屡 気相 談 所 テ訪 ・・ヒテ ソ ノ経 過 テ観 察 スル コ ト

ニシタfi

昭和10年 ノ所謂健康見童及 ビ同11年 ノ虚弱見

童 ニハ膿温 ノー齊検査 テ行 ツタ。検温ハ午前中

約1時 間ノ安静 ノ後乾拭 シタ腋窩二於 テ之テ行

ヒ、37.1℃ 以上テ有熱者 トシタ。又一部 ノ見童

ニハ赤血球沈降反慮テモ施行 シテ病勢及 ビ豫後

判定二資 シタ。
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鬼童ノ結核感染率

昭 和10年 所 謂 健 康 見 童 二就 テ 「ツ」反 磨 テ行 ツ

タ結 果 ハ第1表 ノ如 ク、結 核 感 染 率 ハ 李均25.3

%デ アル。 コ レハ昭和4年 有 馬 教 授 〔3)等ノ所 謂

健 康 見童807名 一 於 ケル42.0%二 比 シ著 シ ク

低 率 テ示 シテ ヰ ル。

叉 各年 度 二於 ケ ル虚 弱 見 童 ノ結 核 感染 傘 ハ昭 和

9年 一32.9%、 同10年 一37.8%、 同11年 一

30.8%デ アル。第2表 ハ3ケ 年 テ通 ジテ ノモ ノ

第1表

デ、3816名 中1285名 陽性 即 チ33.7%ト ナ ル。

女見 ハ男 見 ヨ リ梢 ≧高 イガ共 二12、3歳 頃 ヨ リ

著 明 二高 卒 テ 示 シ テ來 ル。 入學 時10-20%二

過 ギ ヌ陽性 卒 ガ 尋 常 科 卒 業 時 ニハ50%二 及 ブ

ガ、尚 約 牛 数 ハ結 核 未 感 染 者 デ ア リ、有 馬 教 授 ω

ノ指 摘 サ レタ如 ク人 類 ノ約 牛激 ハ青年 期 及 ピ ソ

レ以 後 二於 テ初 感 染 テ受 ケル モ ノナ ル コ トテ知

ル ノデ アル。

所謂健康見童結核感染率

＼ 性
學年＼

男 見 女 見 合 計

人 則 陽儲 陽齢 人 員陽 性司 陽齢 人 員陽儲 陽膝
1 49 10 20.0 62 7 11.6 111 17 15.3

2 48 12 25.0 62 13 21.0 110 25 22.8

3 27 6 22.2 58 19 32.8 85 25 29.5

4 57 12 20.8 14 4 28.5 71 16 22.6

5 36 15 41.7 42 10 23.8 78 25 32.0

6 49 16 32.6 54 17 31.4 103 33 32.0

計 266 71 27.0 292 70 24.0 558 141 25.3

第2表 虚弱見童結核感染奉

＼

＼ 性

年齢＼
7

8
一

9

10

11

12

13
一

14
噸

15

16

計

男 見

人 員陽賭 陽脾
90

201

249

257

263

237

149

86

48

2

1582

3

8

7

4

8

2

7

9

4

1

3

1

4

6

7

7

9

5

4

2

05

14.4

23.9

26.9

28.8

29.7

38.8

38.3

57.0

50.0

50.0

31.8

女 見

人 員陽儲 陽齢
72

207

242

288

296

265

324

388

140

12

2234

51

24

16

17

58

79

151

381

27

5

287

20.8

20.3

25、2

24.7

28.7

3も.6

46.6

47.2

51.4

41.7

35.0

合 計

人 員陽賭 圖 蜂
162

408

491

545

559

502

473

474

188

14

3816

28

90

128

145

163

189

208

232

96

6

1285

17.2

22.1

26.0

26.6

29.1

37.6

44.0

48.9

51.1

42.9

33.7

次 二都 會 地小 學 校 見 童 二關 スル諸 家 ノ報 告 テ掲

ゲ(第3表)、 余 等 ノ成績 ト比較 スル ト、 札 幌 市

健康.見童 ノ25.3%ヨ リイ氏 イモ ノノ、僅 カ ー1925

年Ustevdt(2s)Trondheim/23.5%ガ アル ノ

ミデ我 國 二於 テハ最 低傘 ヲ示 シ、 更 二虚 弱 見 童

ノ33.7%モ 高 橋 氏(24導 、Lucksch(16》 及 ビ西 堀 ・

賀川 氏1η二次 ギ、近 年 二於 ケル新 井 氏(2)、Owen

(20),小 田教 授(19等及 ピ吉 見 ・松 田氏(30)ノソ レヨ リ

モ低 イ。 即 チ所謂 結 核 都 市 ナ ル札 幌 市 ノ學 童 結

核 感染 傘 ハ 非 常 二低 イ コ トテ知 ル ノデ アル。

結 核 蔓 延 ノー原 因 ガ 非 衛 生 的 生 活環 境 ニ アル コ

トハ周知 ノ事 實 デ アツ テ、 諸 家 ノ報 告 ニ モ屡 マ
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第3表 都會地小學校見童ノ結核感染率

報 告 劃 人 則 年 酬(%)園 査 場 剛 年 度

伊 東 砧 彦 442 13-14 48・6}福 岡i1910

酒 井 幹 夫 592 7-14 56.1 大 阪11911

11912草 野 春ZF 85 7-17 57.9 岡 山

坂 井 ・齋 藤 1810 7-13 77.3 京 都i
1

1913

Arn伽sen 5592 7-15 27.7 Trondheim 19141

Vonessen 550 7-15 57.0 K61nl1922
1

Ickert 1375 6-15 56.8 Mansfeld・1926

鄭 易 錫 601

一 一

41・61京 城11927

宇 留 野 勝 彌 964

7-16

[一 コ5

一

45・1i廣 島}1929

Hetherington 1851
i7 -15 71.7Philadelphia}1929

有 馬 英 二 等 807 7--16 42.0ネLl幌11930

橋 積 重 人 742 7-14 43.gl那 覇11930

Kudr伽ceva 600 7-11 86.31M・ ε㎞i・93・

岩 崎 彌 一・郎 1405 7-12 43.1}大 阪i1931

野 村 禮 之 4917 7-14 36.2
51東 京i1932

1

Ustevdt 4719 7-15 23.5 Trondheiml1932 1

Luckschu.a. 455 6-11 27.6 Prag 1932

新 井 英 夫 249 7-15 47.7 東 京 1933

岩 淵 要 2388 7-14 85.9 東 京11933

一

吉 見 ・松 田 587 5-15 41.4 金 澤 1933

西 堀 ・賀 川 494 7-45 31.8 大 連 1933

高 橋 潤 二 等 2596 7-14 26.5 名 古 屋 1634

新 井 英 夫 3040 7-15 42.1 東 京 1935

Owen 4168 6-11 36.8 SanFrancisco}1935

Jarry 607 6-15 39.8 愉nt㎜11・935

小 田 俊 郎 等 4180;7-16 と 37.7 皇 北11936

金 井 ・清 水 558i7-14
1

25.3 札 幌1936}

金 井 ・清 水 381617_16 33.7 札 幌11936一

コレニ關スル調査 テ見ル。余

等モ亦 コノ關係 テ追究 シテ第

4表 ノ如 キ結果 ラ得タ。札幌

市 ノ中央部 ハ官衙商店等ガ櫛

比 シテ都心テナシテヰル。西

部及 ビ北部 ハ閑静ナ住宅囁域

デ、大學、公園、飛行場等緑

地 ガ多 イ。次二東部ハ=豊準川

沿岸及 ピ江東 デ工場ガ多 ク、

住民ハ大牛勢働者デ、 ソノー

角ハ貧民街 テ形成スル。今15

ノ尋常小學校 テ上 ノ地塵別二

3群 二分ケ、 ソノ結核感染卒

テ比較 スル ト西・北部、中央

部、東部 ノ順二4:5:6ノ 比卒

トナ リ、工場地塵拉 ビニ貧民

街ハ果 シテ最高卒 テ示 ス。

併 シコレモ岩淵⑳氏 ノ東京市

内非衛生地匠 二於 ケル85.9

%二 比 スレバ遙 カニ{氏イ。倫

余等 ノ調査 二於 テ所謂健康見

童 テ選 ンダ某校ハ中央部二属

スルノデ、中央部盧弱見童ノ

結核感染卒 ト比較 スル ト25.3

%-30.1%デ 虚弱見童 ノ方ガ

高牽 デアル。

第4表 尋常科 見童 匠域別 「ツベル ク リソ」反慮 陽性牽

匠 域 陣 校刎 被撚 員 陽 性者 陽 性 率

西 ・北 部(住 宅匠域) 5 983 235 23.9

中 央 部(商 業厘域) 6 14341 431 30.1

東 部(工 業匠域)、 4 5191185 35.7

レン トゲン楡査 ニヨル結核 ノ検索

余 等 ハ 「ツ」反 慮 陽 性 ナ ル所 謂 健 康 見 童141名 中

136名 及 ビ 虚 弱 見 童1285名 中1121名 ニ レ ン ト

ゲ ン検 査 テ行 ヒ結 核 病 攣 ラ検 索 シタ。

所 謂 健 康 見 童 中病 攣 ラ認 メタ モ ノハ46名(33.8

%)、 虚1錫見 童 ニ テ ハ503名(44.9%)デ 、コ レヲ

分類 スル ト第5表 ノ如 久 初感染ガ大部分 テ占

メ、再感染ハ極 メテ少 イ。ヱ検査 テ施行 シタ線

撒1257名 中余等 ノ登見 シタ初期攣化群ハ新蕾

合 セテ81例 、6.4%、 肺門結核及 ビ肺門腺石灰

化ハ385例 、30.7%、 肺野再感染ハ55例 、4.4
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第5表 「vソ トゲ ソ」検 査成績

所謂健康 所 謂 虚 弱 見 童 合 計

1935 ・9341・9351・9361計 實 籔1%

初

感

染

新鮮初期攣化群 4 4 6 12 22 26

18・

1
6.4

陳落初期愛化群 6 14 19 16 49 55

肺 門 結 核 15 89 66 69 224 239
385 30.7

肺門腺石灰化 13
'22

45 66 133 146

再

感

染

滲 出 型 2 11 4 8 23D
25

55 4.4結 節 型 1 10 9 3 22 23

硬 化 型 0 0 0 2 2 2

混 合 型 0 0 4 1 5 5

滲 出 性 肋 膜 炎 0 1一 一
3

1 3 5 5
28 2.3

癒 著 性 肋 膜 炎 5 3 12 18 23

健 康 90 105 130 383 618 708 56.2

計 136 259 287 575 1121 1257 100.0

第6表 性 、 年 齢 別 「vソ1・ ゲ ソ」所 見 分 類 表(1936)

計合fー

払

25

27

17

35

62

隈捌1

性
炎著膜癒肋

ー
1

-1
性炎出

膜鰺励

2

2

2

0

5

1

10

0

ー

ー
1伽0

1

0

Ol

1i画

10 34

染感再

型合混

1

0

0

型化硬

0

0

0

0

1

1

2

型節結

0

1

1

0

1

O

i
38

型出滲1ー

1

1

2

0

1

3

腺
化門灰肺石

7

11

4

9

6

29

66

染感初

結門肺
核

11

7

14

7

15

15

69

初
化薄攣陳期

群
1

2

0

1

5

7

16

ー
「
5「

1

1

1

2

0

3

5

12

初
化鮮攣新期

群1-1齢年

9卜
12一10

16一13

9ト
12一

10

16一13

計合1ー

性

見男

見女

%、 肋 膜 病攣 ハ28例 、2.3%デ 他 ハ正 常 ノモ ノ

デアル。

更 二結 核病 攣 ア ル モ ノテ性及 ビ年 齢 的 二見 ル ト

第6表 ノ如 ク上級 女見 二非常 二多 イコ トテ知 ル

ノ ア ア ル 。

又「レ」検査上所見 アルモノ総撒549名 中、既二

治癒 シタト思バレル陳菖初期攣化群、肺門腺石

灰化及 ビ癒著性肋腹炎 ノ224名 テ除キ、325名

ハ顯在性結核 トシテソノ病症 ノ輕重 ニヨリ蓮動

禁止、休學、入院等 テ命 ジ、教師及 ピ父兄 ノ注

意 テ喚起 シテ爾後屡 ≧相談所 テ訪ハ シメ、綿密

ナル検査 テ行 ヒツ・経過 テ観察 シ、一方 ソノ家

族 ノ受診 テ渤設 シテ感染源 ノ登見二努 メ、又家

族内感染状況 テモ調査 シテヰル。

盟温 卜結核感染 卜關係

所謂微熱 ト結核感染 トノ關係ハ近時漸 ク攻究サ

レツ ・アリ、諸家 ノ報告ハ雨者 ノ間ニハ從來考

ヘラレテヰタ程特別ナ關係ハナ4Mフ ニー致

シテヰル様デアル。

余等ハ學齢見童二於 ケル有熱見童 ノ頻度及 ピ結

核 感染 トノ關係 ラ 知 ル タ メ、 所 謂 健 康 見 童558

名及 ビ虚弱 見 童1654名 二就 テ、禮 温 テ測 定 シ、

「ツ」反 慮及 ピ「レ」所 見 ノ雨 方面 ヨ リ コ レテ観 察

シ タ。

所 謂 健康 見 童 二於 テハ558名 中212名(37.8%〉



266 金井 ・清 水=虚 弱學 齢見童 二於 クル結核 ノ研究 【第15巻

ハ 有 熱 、346名 ハ無 熱 デ、盧 弱 見 童 二於 テ ・・1654

名 中624名(37.7%)ハ 有 熱 、1030名 ハ無 熱 デ、

性 、 年 齢 ニ ヨル差 違 ハ認 メ ラ レナ ィガ、sa--1

同 ノ ミ ノ検 温 トハ 言 へ見 童 中約38%ガ 有 熱 ナ

ル コ トハ注 目 ス ベ キ コ トデ アル。

次 二 有 熱 無 熱 雨 者 二於 ケ ル 結 核 感 染 率 テ見 ル

ト、 所 謂 健康 見 童 ニ テ ハ前 者 ハ22.6%、 後 者 ハ

26.9%、 虚 弱 見 童 ニ テ ハ前者 ハ29'O%、 後 者

ハ32.2%デ 、何 レモ無 熱 見 童 ノ方 ガ高 率 トナ ツ

テ ヰ ル。 即 チ結 核 感 染 見 童 ハ有熱 群 二於 ケル ヨ

リモ無熱 群 二於 ケル方 ガ多 イ。

次 二 「レ」所 見 トノ關係 テ見 ル ト結 核 病 攣 ア ル モ

ノハ、所 謂 健 康 見 童 二於 テ有 熱23名(10.9%)、

無i熱23名(6.6%)、 盧 弱 見 童 二於 テ有i熱68名

(10.9%)、 無i熱124名(12.0%)ト ナ ル。 反封 二

正 常 所 見 テ有 スル モ ノハ所 謂 健康 見 童 二於 テ有

熱23名(10.9%)、 無 熱67名(19.4%)、 虚 弱

見 童 二於 テ 有i熱113名(18.1%)、 無熱208名

(20.2%)デ アル。

コ ノ「レ」所 見 テ分 類 スル ト第7表 ノ如 クナ リ、

コ ノ内顯 在性 結 核 トシテ安 静 、 治 療 等 テ命 ジタ

モ ノハ 、所 謂健 康 見 童 二於 テ22名(内 有 熱14、

無 熱8)、 虚 弱 見 童 二於 テ98名(内 有i熱41、 無

熱57)デ ア ツ テ、胸 部 「レ」所 見 ノ ミヨ リ見 レバ、

所 謂 健 康 見 童 ニ アツ テ ハ例 数 少 キ タ メ確 言 シ得

ヌ ガ、虚 弱 見 童 ニ ア ツ テハ有 熱 無 熱 爾 者 二於 ケ

第7表 髄温b「vソbゲ ン」所 見

「レ ソ トゲ ソ」所 見

所謂健
康見童

所謂虚'
弱見童 '

反
慮
陰
性

;

2

ぎ
検

奮

弗

ラ
ヲ

除
ク

醐繍 醐繍
初

感

染

新鮮初期攣化群 2 2 8 4

陳善初期攣化群 2 4 3 13

肺 門 結 核 10 5 22 47

肺門腺石灰 化 5 8 20 46

再

感

染

滲 出 型 2 0 5 3

結 節 型 0 1 2 1

硬 化 型 0 0 1 三
1一混 合 型 0 0 0

}

3一滲 出 性 肋 膜 炎 0 〇
-

3

ユ
8癒 著 性 肋 膜 炎 2 4

健 康 23 67 113 208

合 計 46 90 181 332

ル結核見童 ノ褒見率ハ夫々6.6%及 ビ5.5%デ

大差ナ久 而 モ 「陳薔性結核ハ無熱者二多 ク顯

在性結核ハ有熱者二多 イ」 トィフ如キ傾向ハ全

ク認 メラレナィ。

以 上ノ知見 亨リ膿温 ト結核感染 トノ關係テ考察

スル ト、見童 ノ所謂微熱 ナルモノハ結核 ト何等

特別 ノ關係 ガナク、從ツテ見童 ノ禮温ハ結核 ノ

ミナ ラズ他 ノ種 々ノ因子 ノ影響例ヘバ禮質、植

物性紳経 ノ刺戟、普通 ノ蓮動等 ニヨリ、極 メテ

敏感 二且ツ不安定二動揺 スルモ ノデアラウト思

ノ、 レ ノレo

総 括

余 等 ハ 昭 和9年 ヨ リ 同11年 マ デ3ケ 年 二 亙

リ、札 幌 市 内18小 學校 ノ所 謂 健 康 及 ピ虚 弱 見 童

4374名 二就 テ、 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 、膿 温 及 ビ

「レ ン トゲ ン」検 査 二 ●ヨ リ結 核 ノ検 索 テ行 ツ タ.

某 校 健 康 見 童 ノ結 核 感染 率 ハ558名 中141名 即

チ25.3%デ ア ツ テ、之 テ7年 前(3)有馬 教 授 等 ノ

807名 二於 ケ ル42.0%二 比 ス レバ著 シ ク低 卒 デ

ァル。 虚 弱 見 童 ニ テ ・・3816名 中1285名 即 チ

33.7%ハ 結 核 感染 者 デ ア ツテ、所 謂 健 康 見 童 ノ

ソ レ ヨ リモ高 イガ、新 井 氏 ωノ同 ジ ク盧 弱 見 童

249名 二於 ケ ル47.7%二 比 ス レバ可 成低4。 女

見 ノ感 染 卒 ハ35.0%デ 男 見 ノ31.8%テ 凌 駕 ス

ル。 年 齢 ヨ リ見 レバ7歳 ノ11.5%ヨ リ次 第 二

上 昇 シ12歳 ニ ハ37.6%、13歳 一ハ44.0%ト

急 激 二増 加 シテ15歳 二於 テ最 高 二達 スル。

生 活 環 境 ト結 核 感 染 ト ノ關 係 ハ、佳 宅 地 唾 二於

テ23.9%、 商 業 地匠 二於 テ30.1%、 工 場地 唾

二於 テ35.7%ノ 結 核 感 染率 テ示 シ、緑 地 ノ多 イ

閑 静 ナ地 魎 デハ極 メテ低 ク、 非 衛 生 的 ナ地唾 二

於 テハ遙 カ ニ高 傘 デ アル。 然 シ コ レモ東 京 市 内

非 衛 生 地 匠 二於 ケ ル ソ レニ比 ス レ バ 非 常 二低

イ。 要 之 札 幌市 二於 ケ ル學 童 ノ結 核 感 染 率 ハ他
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ノ大 中都 會 二比 シ非 常 二低 率 デ アル。

「ツA"ル ク リ ン」反 慮 陽 性 ナ ル 見 童総 数1426名

中1257名 二就 テ 余 等 ハ 「レ ン トゲ ン」透 視 及 ビ

撮 影 テ行 ヒ549名 二於 テ結 核病 攣 テ認 メ タ。 コ

ノ中初 感 染 ガ 大 部 分 テ占 メ、初 期 攣 化群 ハ81

名 デ被 検 人 員1257名 ノ6.4%.病 攣 ノ肺 門 二 占

居 スル モ ノ即 チ肺 門腺 腫 大 及 ピ石灰 化 、 肺 門 周

園 炎等 ハ385名 、30.7%二 達 ス ル。又、55名 帥 チ

4.4%二 再 感 染 病 竈 テ見、28名 自Pチ2.3%ニ ハ

肋膜 病攣 テ見 出 ダ シ タ。 コ ノ内滲 出 性 肋 膜 炎 ハ

5名 二過 ギ ナ イ。 肺 ノ再 感 染 ノ内 ニ ハ病 攣 ノ相

常 廣汎 二亙 ル モ ノモ見 ラ レタ。 所 見 陽 性 者549

名 中325名 ハ 顯 在 性 結 核 デ、「レ」検 査 人 員1257

名 ノ25.9%、 見 童総 撒4374名 ノ7.4%二 當 ル。

次 二注 目 スベ キハ結 核 見 童 中特 二上級 女 見 ガ多

激 ラ占 メ テ ヰ ル コ トデ ア ル。 結 核 見 童 ノ経 過及

ピ家 族 ノ感 染 二關 ス ル観 察 ハ後 日 二譲 ル ガ、今

日マ デ ノ塵 、見 童 ノ初 感染 結 核 ノ豫 後 ハ輩 二静

考

人類 ノ結核 感 染 ハ乳 見 期 二始 マ リ年 齢 ノ進 ム ー

從 ヒ檜 加 ス ル コ トハ周 知 ノ事 實 デ アル ガ、何 レ

ノ時期 二幾何 ノ卒 テ以 テ結 核 感染 ガ行 バ レル カ

ニ就 テハ未 ダ議 論 ノ絵 地 ガ残 サ レテ ヰ ル。 古 ク

Pirquet(21),Hamburgeru.Monti(6)等 ハ青年

期以前80-90%二 達 スル ト唱 ・》タガ、 近 年 二

於 ケル統 計 二依 ル ト必 ズ シモ然 ウ デハ ナ イ。 有

馬教 授`4)ハ 人 類 ノ約1/2ハ 小 見 期 一、1/4ハ 青年

期 二、残 リ ノ1/、ハ ソ レ以 後 一 初 感 染 ラ受 ケ ル

ト言 ハ レテヰ ル。 試 ミー=我國 ノ統 計 テ第3表 ニ

ヨ リ通 観 スル ト、 岩 淵 氏(11)ノ特 例 ラ除 イテ、學

齢見 童 ノ結 核 感染 率 ハ26.5-47.7%ノ 間 ニ ア

リ、特 二例 数 ノ多 イモ ノテ探 レバ、 野 村 氏㈹ ノ

36・2%、 高 橋 氏(24)ノ26.5%、 新 井 氏(2)ノ42.1

%、 小 田教 授 ㈹ 等 ノ37.7%等 、 決 シテ甚 ダ シ

ク高率 トハ言 ヒ得 ナ ィ。

余等 ノ得 タル感 染 率 ハ所 謂 健 康 見 童 二於 テ25.3

%、 虚 弱 見 童 二於 テ33.7%デ 非 常 二低 イ。然 シ

雨者 二於 ケ ル感 染 率 二相 當 ノ距 タ リ ノアル コ ト

の

養 テ命ズル ノミデ大凡良好 デアリ、叉感染源ハ

多 グ家族中ニアルヤウデアル。

最後 二余等ハ所謂健康見童558名 及 ピ虚弱見童

1654名 二就 キ罷温 ラ検 シ、コレト結核感染 トノ

關係テ観察 シタ.有 熱見童 ノ頻度ハ所謂健康見

童二於 テ37.8%、 虚弱見童二於 テ37.7%デ 雨

者殆 ド同率 デアル。叉「ツ」反慮陽性率ハ所謂健

康見童二於 テモ虚弱見童二於テモ、有熱見童 ヨ

リ無熱見童 ノ方ガ却 ツテ高率 デアツタ.次 二「レ」

所見 トノ關係 テ見テモ、結核見童 ノ磯見率ハ有

熱群6.6%、 無熱群5.5%デ 大差 ナ久 且ツ「陳

薔性結核ハ大部分無熱見童デアリ、静養 チ命ズ

ベキ顯在性結核ハ特 二有熱群 二多 イ」 トイフ如

キコ トハ全 クナ久 結局見童 ノ罷温 ト結核感染

トノ間ニハ、近年 二於 ケル諸家 ノ報告ニー致 シ

テ、何等認 ムベキ關係 ラ見出ダシ得 ナカツタノ

ア ア ルo

察

ハ、 結 核 感 染 ガ他 ノ因 子 例 ヘ バ先 天 性 膿 質 、 生

活 環 境 等 ト相 挨 ツ テ、 見 童 ノ禮 格 テ虚 弱 ナ ラ シ

メル ノニ大 ナ ル役 目 テ演 ジ テヰ ル コ トノー謹 左

ア ア ル 。

弦 二注 目 スベ キハ余 等 ノ得 タル結 核 感 染 率 ガ7

年 前 二於 ケ ル有 馬 教 授 〔3)等ノ報 告 二比 シ著 シ ク

低 下 シテ ヰ ル コ トデ アル。 更 二札 幌市 ニ アツ テ

ハ 有 馬 教 授 及 ビ ソ ノ教 室 員 一 ヨ リ青 年 期 結 核 ノ

研 究 ガ行 ハ レテ ヰ ル ガ、 最 近 高 橋 氏(25)等ハ北 海

道 帝 國 大 學 々 生及 ビ豫 科 生 徒 ノ結 核 感 染 率 ハ逐

年 低 下 ノ傾 向 アル コ トテ報 告 シ テ ヰル。 カ クー

地 方 二於 ケ ル小 見 期 及 ピ青 年 期 ノ結 核 感 染 率 ガ

低 下 シテ來 ル トイ フ コ トハ、 即 チ初 感 染 ノ時期

ガー 般 二遅 レツ ・アル コ トテ示 スモ ノデ、 コ ノ

現 象 ガ他 ノ地 方 二於 テ モ見 ラル ・ヤ或 ハ コ レ ト

結 核罹 患 率拉 ビニ死 亡 卒 ト ノ關 係 如 何 、 更 二感

染 率 低 下 ノ原 因 ガ何 レニ ア リ ヤニ關 シテハ、 尚

今後 ノ研 究 二倹 タナ ケ レバ ナ ラヌ。

次 二生 活環 境 ト結 核 ト ノ關 係 ハ肚 會 衛 生 上須 要
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ナ問題 デ ア リ、 各 國 二於 テ ソ ノ調 査 及 ビ封 策 ガ

研 究 サ レテ ヰ ル ガ、 余 等 ノ調 査 二於 テ モ緑 地 ノ

多 イ衛 生 地 唾 二於 テ結 核 感 染 卒 ハ極 メ テ低 イ ノ

ニ反 シ、工 場 地 風 努 働 者 街 及 ビ貧 民 街 等 所 謂

非 衛 生 地 嘔 二於 テ ハ遙 カニ高 率 デ ァ ツ タ。 即 チ

カ ・ル地 塵 二於 テハ 、人 家 ハ密 集 シテ人 ロバ稠

密 二、 日光 ハ不 足 デ家 屋 道 路 ハ 漁潤 シ、 室 氣 ハ

汚濁 シ、 榮 養 ハ及 バ ズ 、佳 民 ハ衛 生 二無 頓 著 ナ

モ ノ多 ク、 諸 種 ノ設 備 モ不 完 全 デ ア ツ テ、結 核

ノ狙 獄 二好 適 ノ條件 テ具 ヘ テ ヰ ル 上 二、醤 療 ラ

受 ケ得 ナ イ開放 性 結 核 患 者 ガ傳 染 源 トウ テ結 核

菌 撒 布 ノ役 目 テ ナ シテ ヰル ノデ アル。 コ ノ現 状

ラ改 善 スル ノ方 途 テ講 ズ ル ニ非 ザ レバ結 核 事 業

ノー 角 ハ常 二脅 カサ レテ ソ ノ完 壁 ハ期 シ難 イ。

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 見 童 二於 テ「レン トグ ン」

検 査 ニ ヨ リ病 的 所 見 テ呈 シタ モ ノ549名 二於 テ

ハ 、 初 感 染 ト認 メ ラ レル モ ノハ466名 ノ多 数 二

上 リ、肺 組 織 二再 感 染 ノ行 ハ レタ モ ノガ55名 二

過 ギ ヌ コ トノ・、從 來 厘 ≧諸 家 ニ ヨ ツテ唱 ヘ ラ レ

タ小 見 結 核 ノ大 部 分 ハ肺 門 二 占居 スル トィ フ所

設 ニー一致 ス ル モ ノ デ アル。 コ ノ所 見 陽 性見 童 中

二325名 ノ 顯 在 性 結 核 ガ 褒 見 サ レタ ノデ アル

ガ、 コ ノ中 ニ ハ病 憂 ノ相 當憤 ガ ツ テ ヰ ル ノニ不

拘 自寛 症 歌 ナ ク、毎 日通 學 シテ ヰ タモ ノモ アル。

結 核 見 童 ガ特 二上 級 女 童 二多 イ コ トモ、 女 子 ノ

結核死亡卒ガ20歳 前 二於テ最高位 テ示 ス事實

ト關聯 シテ考ヘラレ、今後結核豫防 ノ方策テ樹

立 スルニ當ツテ大 イニ留意 スベキコ ト・思ハレ

ノレo

微熱 ノ問題 二就テハ嘗テ大 イニ結核 トノ關係ガ

重大覗 セラレ、有熱見童即結核見童 トイフ如キ

観テ呈 シタガ、其後 ノ研究二依テ雨者 ノ間二特

二密接 ナ關係 ノアルモノデナイコトガ明 ラカニ

サレタ。余等 ノ成績 二於 テモ同様 ナコトガ言ヘ

ルノデアルガ、學齢見童 ノ殆 ド40%近 クガ有熱

者 デアル トイフコトハ、他 ノ問題 トシテ大 イー

研究 サレナケレバナラナィ。

學齢見童 ノ結核 二關 シテへ 以上 ノ他 二教職員

中 ノ結核患者ガ重要 ナ意義テ有 スル。開放性結

核 ノ教師 ノ存在ハ、直チニソノ級 ノ見童二大ナ

ル危瞼 ラ及ボスノデアル。 コノ問題二就テハ報

告 ノ機會 アルコトラ期 シテヰル。

學齢見童 ノ結核 ノ感染及 ピ登病豫防二當 リ全見

童 二封 スルー般的施設 ノ他、特 二虚弱見童二封

スル養護學級 ノ創設、林間學校 ノ開設等ハ必要

ナコ トデアリ、結核見童二封 スル特別 ノ施設モ

考慮サ レナケレバナラヌ。又見童 ノ身禮検査ニ

ハ必ズ嚴密二「ツベル クリン」反慮及 ビ「レントゲ

ン」検査 テ施行 シテ、結核 ノ早期登見及 ビ早期治

療 二努ムベキデアル ト信ズル。

結 論

1)札 幌市内小學校 ノ所謂健康見童 二於 ケル結

核感染率 ハ25・3%デ アツテ、札幌市 二於 テハ學

童結核感染卒ハ低下 ノ傾向 テ示 ス。

2)虚 弱見童 ノ結核感染卒 ハ33.7%デ 、前者 ヨ

リモ高卒 デアル。

3)結 核感染率ハ緑地多 キ閑静ナ地匠二於テ最

モ低 ク.商 業地匠之二次ギ,非 箭生地塵デハ最

モ高 久 夫々23.9%、30.1%及 ビ35.7%デ ア

ノレ0

4)「 ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 見 童 ノ43.7%二

於 テ ハ 「レ ン トゲ ン」検 査 ニ ヨツ テ結 核病 攣 ガ見

出 ダ サ レ タ。 ソ ノ大 部 分 ハ初 感 染 病 竈 デ アル。

5)「 レ ン トゲ ン」検 査 テ受 ケ タ 見 童 ノ25.9%

ハ顯 在 性 結核 デ ア ツ テ、 特 二上級 女見 二多 イ。

6)學 齢 見 童 ノ約40%ハ 有 熱 見 童 デ アル。

7)禮 温 ト結 核 感染 ト ノ間 ニ ハ特 別 ナ關係9認

メ ラ レナ イ。

稿 ヲ終ル ニ臨 ミ御校 閲 ヲ 賜 リタル恩師有 馬英二敏授

二謹 ミテ感 謝 ノ意 ヲ表 シ、 爾札 幌市結核豫 防協會 ノ

多大 ナル御援助 ヲ深 謝スル。
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